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＜連絡事項＞
・7/5(金)七夕会の打ち合わせを明日のカンファレンス内でやります。リネン交換は土日に行うので、金曜日の朝はリネンを剥がさないで下さい。

＜患者様連絡事項＞
・戸賀澤　利弥様～7/4（木）14：00対面にて南山苑訪問調査予定。

・川口　博至様～7/11（木）14：00モニターにて介護認定調査予定。

・沖田　千賀様～7/8（月）15：00モニターにて介護認定調査予定。

・平野　朝枝様～初外来日7/31（水）11：00で調整、施設へは連絡済み。

・市沢　貞子様～9：15転倒、検査の結果左大腿骨転子部骨折の診断。家族連絡
　　　　　　　　し謝罪、外部受診の有無については「当院で出来るだけで良い」
と保存療法の意向。家族間とのトラブルはなし。
→ベッド上安静の指示、鎮痛剤処方

・下村　洋子様～歯科受診。次回受診7/10予定。

・淵澤　和子様～歯科受診。次回受診7/10予定。

＜食事形態変更＞
・田村　満州男様～嚥下不良である事から、明日朝から
全トロミ・ミキサー/ブリックゼリー(2/3本）となる。

・下村　洋子様～血糖高値である事から、本日昼から食事1200→1000㎉へ変更。

＜村上Dr.診察＞
・成田　かつゑ様～本日午後から、YDソリタT1→ヴィーンD輸液へ変更。

他患者様変更なし、退院支援継続を。

＜要注目患者様＞
・下村　洋子様～13:50  カテーテル抜去後初回排尿あり。
ポータブルトイレで排尿促す、排尿300ml確認。

・中村　榮子様～13:55  JCSⅢ-200、吸引時顔をしかめる、四肢運動なし。
体温37.1℃ 脈拍100回/分 血圧131/81㎜Hg 酸素飽和度98％。痰鳴・喘鳴なし。浮腫なし。吸引施行し白色粘調痰少量喀出。咳嗽反射あり。

・成田　かつゑ様～13:55  JCSⅢ-100、吸引時両手をあげ顔をしかめる。時折小
声で独語あり。
体温36.5℃ 心電図モニタリング中脈拍90台同調律 血圧114/58㎜Hg 酸素3Lをマスクで流入中、酸素飽和度93～94％。痰鳴喘鳴なし。四肢体幹浮腫著明。チアノーゼ無いが軽度冷感あり。吸引施行し、黄白色の固い粘調痰少量喀出、口腔内乾燥なし。

・金田　とし子様～9:25  JCSⅠ-3、追視単語で反応あり。
体温36.6℃ 脈拍68回/分 血圧148/68㎜Hg 酸素飽和度98％。グル音弱め、腹満なく腹壁ソフト。嘔気・腹痛なし。

・橋本　キヨエ様～12:00　表情に力ないが話し掛け多く聞かれる。軽度四肢浮腫あり。冷感・チアノーゼなし。

・川村　和弘様～08:30  朝食介助にて全量摂取しているが、食物口にする際
大量に空気取り込んで、むせ込みあり。

・市沢　貞子様～14:00  体温37.6℃ 脈拍72回/分 血圧122/66mmHg 酸素飽和度97％。体熱感あり、クーリング開始。オムツ外し・介護抵抗あり。

・野村　泰秀様～09:29   軽介助で車椅子移乗。配薬時「ありがとう」と対応穏やか。食事はセッティングで全量摂取。

・田村　満州男様～ 09:29　軽介助で車椅子移乗。食事は時間かかり後半介助。
朝食はむせなく全量摂取。明日から食形態変更予定。

・高橋　キクヱ様～01:22　ホールの机をバンバン叩いており、表情険しい。帰宅要求を訴えている。
09:29　対面時穏やか、他者交流あり。

・佐々木　朗様～09:12　独歩で移動。対面時感情失禁あり。徘徊しながら備品弄りや詰所内の物を盗ろうとするため、介入している。

＜PTより＞
・市沢　貞子様～急性期の為、基本ベッド上仰臥位とし、頭部拳上は食事時のみとする。自身で体動あり体位交換は出来ているので、クッションなどは現時点では不要。1週間程様子見て、安静度や体位再評価していく。

＜行動制限最小化カンファレンス＞
・4点柵使用者、5名を検討
田村満州男様、藤井有子様、蛭子レイ様、伊達勝江様
→柵に足をかけるなどベッド上での多動さや危険行為頻回な為、継続。
見守り強化し、徐々に柵減らしていく。
佐藤賀奈子様
→自力での体動無い事から解除。左麻痺の為、右側の柵を外し様子見ていく。

＜事故振り返り＞
◎市沢　貞子様　93歳　女性　認知症
経過：9：15　他患者様がつまずき本人にぶつかり転倒。左半身を下にして床に横
たわっており、左下肢と左側頭部疼痛を訴えていた。検査の結果、左大腿骨
転子部骨折と診断。
・昨日転入してきており、スタッフ間でADLや歩行状態、認知機能の状態を理解していなかった。
・夜間不穏状態だった経過もあり、精神状態の観察が不足していた。
・重度の骨粗鬆症であったが、居室が詰所・ホールより遠かった。
・つまずいた他患者様も気分変動、歩行状態不安定さがあった。
→各々に合わせた環境調整をする。
[bookmark: _GoBack]→主治医、スタッフ間でこまめに情報共有、身体・精神観察をしていく。
